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研究成果の概要（和文）：定量的調査ならびに定性的調査を通して、父親の育児参加は日中韓の育児期の父親および母
親の育児効力感、夫婦関係満足感、精神的健康、QOLにとって重要な役割を果たしていることが示唆された。
　今後、①父親の親役割観の醸成および「社会全体で子育てを」という子育て観の形成に関する啓発活動、②地域子育
て支援員の全戸訪問調査による子育て家庭の状況把握やニーズに応じた情報提供、③父親育ち支援ならびに地域の育児
力の向上、④父親の育児参加を職場環境の改善を含めた社会全体で支援する仕組みの構築、この4つを柱に父親の育児
参加を促進する社会福祉支援プログラムとして推し進めていくことが求められる。

研究成果の概要（英文）：This study,through both qualitative and quantitative investigations in Japan,China
 and Korea,shows that father's childcare participation during early childhood has positive impacts on the 
feeling of efficacy,marital satisfaction,mental health,and quality of life(QOL)for both father and mother.
It will be required to advance the social welfare support program to promote father's childcare participat
ion by the following four major activities:(1)training of parental role concepts for father and enlighteni
ng activities for childcare outlook formation of so-called"childcare by the whole society";(2)understandin
g of the home environment through home visiting by the local parenting supporters and provision of informa
tion that meets the needs;(3)improvement of childcare support for father and childcare force in the region
;and(4)construction of a system for the whole society to support father's childcare participation includin
g work environment improvement. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)父親の育児参加の促進・阻害要因の検討 
・若い親世代がワーク・ライフ・バランスを
実現するには、母親のみならず、父親が育児
に積極的に参加することを促進するための
環境整備が喫緊の社会問題として位置づけ
られている（男女共同参画会議「ワーク・ラ
イフ・バランス」推進の基本的方向、2007）。 
・日本の父親の育児への参加状況は、第 1回
の「全国家庭動向調査」が実施された 1993
年以降、ほぼ上昇傾向にあるものの（国立社
会保障・人口問題研究所、1993；2000；2006）、
依然として量・質とも低い水準にとどまって
いる（酒井 2007）。この傾向は韓国や中国に
於いても同様とされている。 
・研究代表者は、過去 3年間、父親の育児参
加に関する基礎資料を得るために、日本と中
国の育児期の父親を対象にアンケートを実
施した。その結果、日本の父親の育児参加を
阻害する要因が父親の労働時間と母親の労
働時間となっていること、また、日中両国の
データに於いて、父親の育児参加を促進して
いた変数は「親役割観」となっていることを
明らかにした（金潔他 2008）。 
(2)若い親世代の親役割観の意識向上を企図
した方策の開発 
・先行研究において、現代の父親が自身の親
役割観について否定的に捉える傾向が強く、
親役割観について肯定感を抱くことは容易
ではないことを推察させる報告が多く認め
られる（大日向 1988；遠藤他 2003）。また、
父親と母親とでは、親役割観の肯定という自
己についての意識が、「児との関わり」とい
う行動を支える、という報告も認められる
（青木他 2005）。 
・しかし、父親の親役割観の醸成にねらいを
置いた地域密着型の支援プログラムの開発
は、いまだほとんどなされていない。 
・従って、その実証的検討を日本のみならず、
韓国や中国の父親のデータも駆使しながら、
その因果関係モデルの普遍性の実証的な検
討と理論開発を推し進めていくことは、実践
的にも意義深いものと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、社会福祉学の実践的課題として、

若い父親に対するワーク・ライフ・バランス
の実現を志向した地域密着型の「育児参加促
進プログラム」の開発をねらいとして、東ア
ジア（日本、中国、韓国）の若い父親世代（末
子の年齢が就学前）を対象に、(1)父親の育
児参加が自身のウェルビーイングにどのよ
うなインパクトを与えるのか、また(2)父親
の育児参加を促進・阻害する要因は何かを、
実証的に明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、定量的調査ならびに定性的調

査を通して、柔軟なワーク・ライフ・バラン
スの実現を考慮した父親の育児参加を促進

する地域密着型の育児参加促進プログラム
を開発することに資するデータを、東アジア
（日本、中国、韓国）の父親を対象に収集し、
それを基礎に父親の育児参加に関連した因
果関係モデルの実証的な検討を行なう。 
 
４．研究成果 
(1) 東アジア（日本、中国、韓国）の若い父
親世代（末子の年齢が就学前）を対象に、ア
ンケート調査を実施し、有効なデータを得る
ことができた。 
 父親の育児参加は日中韓の育児期の父親
および母親の育児効力感、夫婦関係満足感、
精神的健康、QOL にとって重要な役割を果た
していることが示唆された。 
①東アジア3か国における父親の育児状況お
よび子育て観 
 本研究では、父親の育児状況および育児に
関する考え方を把握するとともに、3 か国の
特徴を理解することを目的とした。 
調査結果から、3 か国に多くの共通点がみ

られた。まず、父親の時間配分において、3
か国ともに父親が母親より労働時間が長く、
子どもとの交流時間や家事参加時間は短く
なっていた。また、保育所の送迎は主に母親
と父親が行っていた。育児に関する父親の考
え方について、子どもの健康に最も関心を持
っていること、子どもや家族と一緒に過ごす
時間を最も重要だと思っていることも3か国
に共通している。3 か国の相違点は、緊急時
子どもの世話をお願いするところとして、日
本と韓国は母方の祖父母を、中国は父方の祖
父母となっていた。 
以上の結果から、3 か国の父親は子どもや

家族との交流を望んでいても労働時間が長
く、家庭への時間が十分配分できない状況に
あり、ワークとライフのバランスが取れてい
ない状況にあることが推察される。 
 

②父親の育児参加と育児効力感およびQOLの
関係性に関する日中韓比較研究 
本研究では、日本、中国、韓国における父

親の育児参加が育児効力感を通して自身の
QOL に影響を与えるといった因果関係モデル
のデータへの適合性と変数間の関係性につ
いて実証的な検討を行なった。 
統計解析の結果、日本、中国、韓国のすべ

てのデータにおいて、父親の育児参加が育児
効力感を通して間接的に自身の健康関連 QOL
に関連していることが明らかとなった。従来、
父親の子どもとの遊びや世話のような育児
参加は家族への愛情や父親になることによ
る発達と関連があること 1）、他者のため行っ
た自分の役割が有用であると感じることが
生活満足感と関係すること 2）が報告されて
おり、おおむね合致する結果であると言える。
また、Schindler（2010）3)の研究結果と同
様に、3 か国の父親においても、彼らの育児
参加の頻度の高さが育児に対する父親の自
信感を高め、さらに生活全般の質を向上させ



ることが確認できた。 
韓国と日本では、いまだに家庭内の父親の

役割は稼ぐことが中心となっており、育児に
ついても基本的育児よりは遊び的育児が強
い傾向にある。家族を重要視する中国では、
父親は主に社会規範などを子どもに教え、母
親は子どもの日常生活の世話を担当してい
る 4）。また、改革開放政策を背景に人々の自
由な個人生活の追求が強まったが、夫と妻の
平等性は比較的高いものの、家事や育児にお
いて母親がより多くを分担しているのが一
般的な姿である。 
しかし、父親の育児参加が父親のウェルビ

ーイングを促進するならば、子どもとの共有
時間を充実させ、楽しむことから、父親の育
児を促すことが有効と考えられる。育児参加
が家族のための強要的な育児でなく、自分の
人生を充実させる育児へと男性や社会の意
識が転換していくことが望まれる 5）。 
ただし、統計学的には、父親の育児効力感

に対する育児参加の説明率は 3 か国ともに
10％未満となっていることから育児効力感
を高める他の要因の検討、育児参加と自身の
QOL の関係については継続的な検討が必要で
ある。例えば、Bandura（1977）6）によると、
自己効力感は個人がある状況において必要
な行動を効果的に遂行できる可能性の認知
を指しており、育児参加を行動として見なす
なら、育児効力感はその先行要因として位置
付けることもできる。従って、育児効力感と
育児参加の関連性については今後の課題と
してさらなる検討が必要である。加えて、従
来の研究 7）8）では、提供的サポートはその
サポートに対する自らの評価を通して生活
満足感や心理的ウェルビーイングを高める
といった知見が得られているが、このとき、
提供的サポートと生活満足感の直接的な関
連性は支持されなかったことから、育児参加
と自身のQOLの間には直接的な関係ではなく、
媒介要因の存在可能性についても念頭すべ
き課題であるといえる。 
以上の結果から、日本、中国、韓国の父親

において、父親の育児参加が育児効力感を通
して間接的に健康関連QOLに統計学的に有意
な関連性を示していることを明らかにした。
3 か国は同じ儒教文化圏に属しつつ、理念と
社会的制度の変化により、各国の育児の様子
は共通点と相違点が存在すると思われる。し
かし、そのような比較研究はあまりなされて
おらず、特に中国の場合、父親の育児分担に
関する議論はほとんど行われていなかった
9）。従って、父親の育児参加による親役割に
対する自信感が自身のQOLにどのような関連
性があるのかについて、3 か国の状況を把握
することに意義があり、父親の育児参加を促
進することの重要性が示唆された。 
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③日中韓における父親の育児行動と育児効
力感および精神的健康の関連性に関する比
較研究 
Schindler（2010）は、アメリカの父親を

対象に追跡調査を行い、父親の育児遂行の頻
度の高さは、有意に自己効力感を高め、ディ
ストレスを軽減する効果を持ち、育児遂行の
頻度の増加は、ディストレスを有意に軽減す
ることを明らかにした。Schindler の研究成
果を参考に、本研究では父親の育児行動が自
身に与える肯定的なインパクトに視点をお
き、父親の育児行動と育児効力感および精神
的健康の関連性について実証的な検討を行
った。 
本研究では、父親の育児行動が直接的にま

たは、育児効力感を経由して精神的健康に影
響するとした因果関係モデルを仮定した。こ
の因果関係モデルのデータへの適合性と変
数間の関連性は、構造方程式モデリングで解
析した。また、統制変数として、父親の年齢、
子どもの数、末子の年齢を投入した。 
父親の育児行動において、「毎日・毎回し

ている」と回答した割合が最も高かった項目
は、日本では、「子どもを風呂に入れる
（40.9％）」、中国では、「看病をする／病院
に連れて行く（36.6％）」、韓国では、「子ど



もの遊び相手をする（19.9％）」であった。
育児効力感において、「常にそう思う」と回
答した割合が最も高かった項目は、日本、中
国、韓国の 3 か国とも、「私は、子どもとの
間でうまくいかない事があると、うまくいく
まで頑張れると思う」であり、それぞれ
18.9％、44.3％、31.1％であった。精神的健
康において、2 点以下／3 点以上をカット・
オフ・ポイントとするなら、3 点以上の抑う
つ傾向にあるとみられる父親は、日本が
28.2％、中国が 28.6％、韓国が 53.0％であ
った。 
前記仮定した因果関係モデルのデータへ

の適合性と変数間の関連性を検討した。その
結果、因果関係モデルのデータへの適合度は、
3 か国すべて統計学的に許容される水準にあ
った（日本：χ²（df）=119.599（78）、CFI=0.981、
TLI=0.985、RMSEA=0.043、中国：χ²（df）
=167.618（65）、CFI=0.908、TLI=0.926、
RMSEA=0.074、韓国：χ²（df）=87.605（58）、
CFI=0.969、TLI=0.974、RMSEA=0.058）。 
次に変数間の関連性を検討した結果、日本

データでは、父親の育児行動から育児効力感
に向かうパス係数が0.255と有意な正の関連
性があった。また、育児効力感から精神的健
康に向かうパス係数は-0.180 と負の関連性
を示しており、育児行動から精神的健康に向
かうパス係数は-0.246 と負の関連性を示し
ていた。なお、育児行動に対する説明率は
12.5％、育児効力感に対する説明率は 6.9％、
精神的健康に対する説明率は 12.0％であっ
た。 
中国データでは、父親の育児行動から育児

効力感に向かうパス係数が0.312と有意な正
の関連性があった。また、育児効力感から精
神的健康に向かうパス係数は-0.292 と負の
関連性を示していた。しかし、育児行動と精
神的健康の関連性は統計学的に有意ではな
かった。なお、育児行動に対する説明率は
7.5％、育児効力感に対する説明率は 10.9％、
精神的健康に対する説明率は 16.6％であっ
た。 
韓国データでは、父親の育児行動から育児

効力感に向かうパス係数が0.214と有意な正
の関連性があった。また、育児効力感から精
神的健康に向かうパス係数は-0.485 と負の
関連性を示していた。しかし、育児行動と精
神的健康の関連性は統計学的に有意ではな
かった。なお、育児行動に対する説明率は
20.8％、育児効力感に対する説明率は 10.8％、
精神的健康に対する説明率は 22.8％であっ
た。 
本研究では、日中韓の 3か国のデータにお

いて、父親の育児行動が育児効力感を通して
精神的健康に関連していることが明らかと
なった。Schindler（2010）の研究結果と同
様に、日中韓 3か国の父親においても、彼ら
の育児行動の頻度の多さが育児に対する父
親の自信感を高め、さらに父親の抑うつ傾向
を軽減させることが確認できた。これらの結

果から、父親の育児行動を促進することの重
要性が示唆された。また、育児期の父親のワ
ーク・ライフ・バランスに関連した環境整備
が求められると同時に、社会福祉支援プログ
ラムの開発が必要と言えよう。 
 
(2) 東アジア（日本、中国、韓国）の若い母
親世代（末子の年齢が就学前）を対象に、家
族の状況、仕事の状況、育児を取り巻く環境、
必要とする支援策などの項目を柱に、聞き取
り調査を実施し、有効なデータを得ることが
できた。 
 
(3)日本、中国、韓国での研究協力者による
研究体制を構築し、情報収集に積極的に努め
た。 
 
(4) 東アジア（日本、中国、韓国）の保育所、
幼稚園、子育て支援機関、研究機関などを訪
問し、支援者側からみた若い親世代の子育て
の現状や社会全体の子育て観、支援体制など
についても把握することができ、一定の成果
を得ることができた。 
 
(5) 以上の研究成果を踏まえ、若い父親世代
の柔軟なワーク・ライフ・バランスの実現を
志向した、父親の育児参加を促進する地域密
着型の育児参加促進プログラム構築の手が
かりが得られた。 
今後、①父親の親役割観の醸成および「社

会全体で子育てを」という子育て観の形成に
関する啓発活動、②地域子育て支援員の全戸
訪問調査による子育て家庭の状況把握やニ
ーズに応じた情報提供、③父親育ち支援なら
びに地域の育児力の向上、④父親の育児参加
を職場環境の改善を含めた社会全体で支援
する仕組みの構築、この 4つを柱に父親の育
児参加を促進する社会福祉支援プログラム
として推し進めていくことが求められる。 
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